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農
業
委
員
会
が

県
農
業
会
議
か
ら
表
彰

牛
久
市
農
委
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

　

牛
久
市
農
業
委
員
会
が
取
り
組
ん
で

い
る「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
」が
、
茨

城
県
農
業
会
議
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
農
業
委
員
が
行
っ
て
い

る
優
良
農
地
の
確
保
と
有
効
利
用
を
図

る
た
め
の
農
地
利
用
の
監
視
活
動
が
評

価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
農
地
へ
の
不

法
投
棄
や
遊
休
農
地
な
ど
の
確
認
・
調

査
、
違
反
転
用
の
防
止
と
早
期
発
見
、

転
用
許
可
後
の
状
況
調
査
な
ど
、
毎
月

２
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

深
刻
な
問
題
に
目
を
背

け
な
い
で
！

　

２
月
16
日
、
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で「
う
し
く
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
池
辺
勝
幸
市
長
が
沼

田
利
光
市
議
会
議
長
と
と
も
に「
も
っ

た
い
な
い
」
の
精
神
を
理
解
し
、
地
球

温
暖
化
防
止
や
ご
み
の
減
量
に
心
掛
け

る
な
ど
の「
も
っ
た
い
な
い
運
動
宣
言
」

に
サ
イ
ン
し
ま
し
た
。

　

「
子
ど
も
も
大
人
も
ま
ち
ぐ
る
み
で

始
め
よ
う
！
」
と
題
し
た
飯
島
博
さ
ん

（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ア
サ
ザ
基
金

代
表
理
事
）
の
講
演
で
は
、
牛
久
市
の

社
会
的
特
徴
、
谷
津
田
な
ど
の
牛
久
の

地
域
特
性
、
地
球
温
暖
化
に
は
何
が
問

題
な
の
か
、
な
ど
を
大
き
な
ス
ク
リ
ー

ン
を
使
っ
て
説
明
し
ま
し
た
。
飯
島
さ

ん
は
、「
牛
久
で
は
４
年
前
か
ら
学
校
ビ

オ
ト
ー
プ
か
ら
始
ま
る
ま
ち
づ
く
り
が

行
わ
れ
て
い
て
、
子
ど
も
も
大
人
も
地

域
ぐ
る
み
で
環
境
問
題
に
取
り
組
む
基

盤
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
牛
久
の
言
葉

で
循
環
型
社
会
を
世
界
に
発
信
し
て
い

き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
子
ど
も
の
未
来
に
、
い
ま
、

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
山
本
順
一

さ
ん（
筑
波
大
学
大
学
院
図
書
館
情
報

メ
デ
ィ
ア
研
究
科
教
授
）、
パ
ネ
ラ
ー

に
日
引
聡
さ
ん（
国
立
環
境
研
究
所
環

境
経
済
政
策
研
究
室
室
長
）
や
川
谷
睦

子
さ
ん（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
エ
コ

ラ
イ
フ
理
事
長
）
な
ど
を
迎
え
て
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

区
民
会
館
の
備
品
整
備
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
推
進

　

竹
の
台
行
政
区（
村
山

壯
区
長
）
で
は
、
財
団
法

人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
事
業
の

２
５
０
万
円
を
受
け
、
映
像
・
音
響
機

器
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
、
健
康
・
福
祉
備

品（
血
圧
・
体
重
・
車
イ
ス
）
な
ど
を
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
振
興
を
図
る
た

め
に
購
入
し

ま
し
た
。

　

同

セ

ン

タ
ー
は
、
全

国
自
治
宝
く

じ
の
売
上
金

の
一
部
で
、

地

域

の

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
と
そ
の

健
全
な
発
展

を
図
る
と
と

も
に
、
宝
く

じ
の
普
及
広

報
の
た
め
に

助
成
事
業
を

実
施
し
て
い

ま
す
。
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み
ん
な
で
集
う
楽
市
楽
座
　

３
月
９
日
、
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

で「
第
２
回
う
し
く
大
好
き
ゆ
め
ま
ち

メ
ッ
セ
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
を
前
に
、「
振
る
舞
い
餅
つ

き
」が
行
わ
れ
、
あ
ん
こ
と
き
な
こ
の
お

餅
が
来
場
者
に
無
料
で
振
る
舞
わ
れ
ま

し
た
。
午
前
中
の「
ゆ
め
ま
ち
楽
市
」で

は
、
商
工
会
ふ
る
さ
と
市
、
か
ん
た
ん
・

パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン
グ
、
ス
ポ
ー
ツ
吹
き

矢
の
体
験
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活

動
団
体
バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
催
さ

れ
、
大
勢
の
家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。
午
後
の「
ゆ
め
ま
ち
楽
座
」

で
は
、
口
笛
世
界
大
会
第
２
位
の
漆
原

牛
久
警
察
署
と「
暴
力
団
等
の
排
除
に
関
す
る
協
定
」を
締
結

　

こ
の
協
定
は
、
公
共
施
設
の
使
用
、

公
共
工
事
の
入
札
参
加
、
市
営
住
宅
の

入
居
な
ど
に
関
し
、
利
用
者
、
業
者
な

ど
が
暴
力
団
員
で
あ
る
か
ど
う
か
を
警

察
に
照
会
し
、
情
報
提
供
を
受
け
る
と

と
も
に
、
暴
力
団
な
ど
か
ら
不
法
行

為
な
ど
を
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合

は
、
警
察
が
支
援
す
る
な
ど
相
互
の
連

携
を
定
め
た
も
の
で
す
。
協
定
の
締
結

は
１
月
28
日
、
牛
久
警
察
署
の
柳
生
実

署
長（
現
県
警
警
務
部
教
養
課
長
・
写

真
左
）
を
市
役
所
に
招
い
て
行
わ
れ
、

柳
生
署
長
は「
市
と
情
報
交
換
し
な
が

ら
反
社
会
勢
力
で
あ
る
暴
力
団
の
一
掃

を
図
り
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞

お
め
で
と
う
！

　

昨
年
11
月
21
日
、
牛
久
小
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
が「
平
成
19
年
度
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部

科
学
大
臣
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。　

　

こ
の
賞
は
、
同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
、
家
庭
・

地
域
・
教
職
員
が
緊
密
に
連
携
を
と
り
、

よ
り
よ
い
環
境
の
中
で
児
童
の
健
全
な

発
達
と
福
祉
の
増
進
を
目
的
と
し
た
地

道
な
活
動（
朝
の
読
み
聞
か
せ
、
親
子

学
習
会
や
親
子
奉
仕
作
業
、
朝
ご
は
ん

と
あ
い
さ
つ
運
動
な
ど
）
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。
同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
平
成

８
年
に
も
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
長

賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

紳
壱
氏
に
よ
る
口
笛
コ
ン
サ
ー
ト
が
行

わ
れ
、
優
し
い
口
笛
が
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル
に
響
い
て
い
ま
し
た
。
歌
声
サ
ロ
ン

で
は
橋
本
実
さ
ん
の
ギ
タ
ー
に
合
わ
せ

皆
で
懐
か
し
い
歌
を
口
ず
さ
み
、
会
場

は
温
か
な
空
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

来
場
者
が
前
回
を
上
回

る
！　
～
第
２
回
小
川
芋
銭
展
～

　

２
月
15
日
か
ら
29
日
ま
で
、
シ
ャ

ト
ー
カ
ミ
ヤ
本
館
２
階
で「
第
２
回
小

川
芋
銭
展
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
覧
会
は
、
牛
久
市
所
蔵

の「
老
楊
と
荒
村
」を
は
じ
め
、
62
点
の

作
品
の
ほ
と
ん
ど
が
初
公
開
で
あ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
遠
く
は
沖
縄
や
仙

台
か
ら
も

来
場
。
15

日
間
で
約

５
０
０
０

人
の
方
々

が
芋
銭
作

品
の
魅
力

を

満

喫
、

芋
銭
作
品

へ
の
関
心

の
高
さ
が

示
さ
れ
ま

し
た
。

遊
ぼ
う
広
場
の「
く
る
く
る
円
盤
」
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　このコーナーでは、市民の皆さんから寄せられたイラス

トや俳句、川柳などを紹介しています。なお、お便りには

住所と氏名、電話番号を記入してください。また、匿名希

望の方は、その旨記入してください。ペンネームもOKです。

あて先：〒300-1292牛久市中央3-15-1

　　　　「広報うしくちょっと休憩」係

　　　　E メール shimin@city.ushiku.ibaraki.jp

皆
さ
ん
の
お
便
り
か
ら

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
コ
ー
ナ
ー

春
嵐　

天
ま
で
砂
塵　

巻
き
上
げ
し

　
　
　
　
　
　
　
　

刈
谷
町
・
横
山
さ
ん

丘
の
上　

大
仏
あ
り
て　

青
き
踏
む

　
　
　
　
　
　
　
　

栄
町
・
増
田
さ
ん

夕
映
え
に　

ひ
な
壇
と
子
等　

見
え
し
窓

　
　
　
　
　
　
　
　

田
宮
・
岡
村
さ
ん

友
が
編
む　

ぬ
く
も
り
の
あ
る　

冬
帽
子

　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら
台
・
二
国
さ
ん

☆
…「
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
」

南・犬塚さん

　

野
鳥
が
好
き
で
、
い
つ
も

自
宅
に
来
る
鳥
を
観
察
し
て

い
ま
す
。
今
回
は「
春
つ
げ

鳥
」
ウ
グ
イ
ス
に
カ
メ
ラ
を

向
け
ま
し
た
。
な
か
な
か
姿

を
見
せ
て
く
れ
な
い
鳥
で
し

た
が
、
待
つ
こ
と
数
時
間
、

や
っ
と
カ
メ
ラ
に
収
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
目
が

と
て
も
き
れ
い
で
す
。（
上
写

真
）

田
宮
町
・
茅
場
さ
ん

理
科
教
育
優
秀
校
に

牛
久
三
中

　

２
月
26
日
、
水
戸
市
の
総
合
福
祉
会

館
で「
第
24
回
幡
谷
教
育
振
興
財
団
賞

贈
呈
式
」
が
行
わ
れ
、
理
科
教
育
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
牛
久
第
三
中
学
校（
宮

本
弘
校
長
）
の
代
表
者
が
出
席
し
ま
し

た
。
こ
の
賞
は
、
科
学
へ
の
関
心
を
高

め
、
理
科
教
育
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、
創
意
工
夫
を

凝
ら
し
て
理
科
教
育
を
推
進
し
て
い
る

学
校
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

牛
久
三
中
は
学
校
全
体
で
環
境
学
習

に
力
を
入
れ
て
お
り
、
牛
久
沼
の
環
境

調
査
を
続
け
て
い
ま
す
。

思
い
出
は
み
ん
な
の
宝
物

　

春
ら
し
い
穏
や
か
な
陽
気
の
中
、
市

内
で
は
３
月
11
日
に
中
学
校
、
19
日
に

小
学
校
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

下
根
中
学
校
で
は
、
厳
粛
な
雰
囲
気

の
中
、「
第
26
回
卒
業
証
書
授
与
式
」
が

行
わ
れ
、
１
５
４
人
の
生
徒
た
ち
が
、

一
人
ひ
と
り
都
賀
和
男
校
長
か
ら
卒
業

証
書
を
受
け
取
り
、
３
年
間
の
学
校
生

活
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。（
右
写
真
）

　

卒
業
生
代
表
の
青
木
友
理
さ
ん
は
、｢

体
育
祭
に
向
け
て
心
を
一
つ
に
し
、
38

人
39
脚
で
ゴ
ー
ル
し
た
瞬
間
の
達
成
感

は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
下
根
中

の
仲
間
と
出
会
え
た
奇
跡
は
、
み
ん
な

の
宝
と
な
り
ま
し
た｣

と
答
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
会
場
で
は
多
く
の
生
徒
が
大

粒
の
涙
を
こ
ぼ
し
て
仲
間
と
の
別
れ
を

惜
し
み
、
そ
の
顔
に
は
新
た
な
世
界
へ

旅
立
つ
決
意
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
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牛
久
市
は
県
内
で
も
有
数
の
落
花
生

と
サ
ツ
マ
イ
モ
の
名
産
地
で
、
特
に

落
花
生
の
作
付
面
積
は
県
内
第
１
位
を

誇
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
地
場
産
農
作
物

を
生
か
し
て
特
産
品
を
開
発
し
、
生
産

と
消
費
拡
大
を
図
ろ
う
と
、
市
で
は

ひ
た
ち
野
東
の
つ
く
ば
調
理
製
菓
専

門
学
校（
今
井
恭
子
校
長
）と
協
議
を
重

ね
、
昨
年
９
月
に
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ

２
０
０
７
と
題
し
て
、
同
校
で
料
理
コ

ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
同
校
の
学

生
た
ち
の
自
由
な
発
想
か
ら
生
ま
れ
た

19
点
が
出
品
さ
れ
、
牛
久
市
商
工
会
料

飲
業
部
会
長
の
池
辺
伊
三
男
審
査
員
長

ほ
か
７
人
の
方
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
プ
ロ

の
目
で
商
品
化
へ
の
可
能
性
が
あ
る
作

品
を
選
出
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、ク
ッ

キ
ー
と
ピ
ー
ナ
ツ
を
ア
レ
ン
ジ
し
た

ピ
ー
ナ
ツ
タ
ル
ト
と
、
サ
ツ
マ
イ
モ
を

餡あ
ん

に
使
っ
た「
い
も
ま
ん
！
」の
２
つ
が

商
品
化
に
向
け
て
動
き
出
し
ま
し
た
。

　

ピ
ー
ナ
ツ
タ
ル
ト
は
、
こ
れ
ま
で
に

つ
く
ば
調
理
製
菓
専
門
学
校
の
学
園
祭

を
は
じ
め
３
回
の
試
食
会
や
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
、
味
、
食
感
と
も
好
評

と
の
こ
と
。
２
月
16
日
・
17
日
に
は
同

校
の
卒
業
作
品
展
で
、
来
場
者
の
投
票

に
よ
り「
う
し
く
ピ
ー
ナ
ツ
ス
テ
ィ
ッ

ク
」と
商
品
名
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

一
方
、「
い
も
ま
ん
！
」
は
、
筑
波
南

桂
工
業
団
地
内
の
株
式
会
社
中
村
屋
つ

く
ば
工
場（
菊
池
照
雄
工
場
長
）の
協
力

を
得
て
、
製
品
開
発
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
３
月
７
日
に
は
卒
業

記
念
給
食
の
一
品
と
し
て
市
内
小
中
学

校
の
卒
業
生
に
約
１
５
０
０
個
を
提
供

し
ま
し
た
。

　

「
い
も
ま
ん
！
」は
中
華
ま
ん
の
生
地

に
、
牛
久
産
の
サ
ツ
マ
イ
モ（
ベ
ニ
ア

ズ
マ
）
と
カ
ス
タ
ー
ド
ク
リ
ー
ム
を
餡

と
し
て
使
用
。
サ
ツ
マ
イ
モ
の
甘
さ
に

カ
ス
タ
ー
ド
の
ま
ろ
や
か
さ
が
加
わ
っ

た
一
品
で
、直
径
約
９
㎝
、60
ｇ
の
真
っ

白
な
表
面
に
は
、
牛
久
の
マ
ス
コ
ッ

ト「
か
っ
ぱ
の
キ
ュ
ー
ち
ゃ
ん
」の
顔
と

「
い
も
ま
ん
！
」の
焼
印
が
押
さ
れ
て
い

ま
す
。
岡
田
小
６
年
の
浅
野
諭
さ
ん
は

「
か
っ
ぱ
の
絵
も
牛
久
ら
し
く
、
味
も

ク
リ
ー
ミ
ー
で
お
い
し
か
っ
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
地
場
産
の

農
作
物
で
作
る「
牛
久
の
日
」の
給
食
に

合
わ
せ
、
市
内
の
全
校
児
童
生
徒
に
提

供
す
る
予
定
で
す
。

（写真右上から時計回りに）メタモルフォーゼ
２００７の様子、サツマイモ、「いもまん！」を食
べる岡田小学校の児童、「いもまん！」の製造（株
式会社中村屋つくば工場提供）

地
域
の
若
者
が
、
地
域
の
農
作
物
を
使
っ
て
、
地
域
の
特
産
品
を
作
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
校
、
企
業
、
行
政
と
の
連
携
で




